


全
国
代
表
者
会
議
の
準
備
の
た
め
に

意
志
統
一
を
要
す
る
間
題
に
つ
い
て

ll

第
五
回
組
織
準
備
委
員
会
の
概
要-

  
第
五
回
組
織
統
一
準
備
委
一
員
会
は
、
七
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
両
日
、
東
京
で
開
か
れ
た
。
会
議

は
、
石
井
信
雄
、
い
い
だ
。
も
も
両
同
志
を
議
長
に
進
め
ら
れ
、
志
賀
義
雄
委
員
長
か
ら
準
備'

看
貝
会

発
足
後
の
情
勢
に
つ
い
て
、
ま
た
内
藤
知
周
事
務
局
長
か
ら
、
日
共(

代
々
木)

の
路
線
転
換
や
社
革

東
京
都
組,

織
の
間
題
な
ど
、
主
体
的
条
件
の
変
化
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
塑
口
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
準
備
委
員
会
は
大
要
次
の
意
思
統
一
を
か
こ
な
い
、
全
国
代
表
者
会
議
の
、
務
基
め
る

こ
と
に
な
つ
たo

  

I    

準
備
委
員
会
発
足
以
後
の
情
勢

(1)  

①  

そ
の
後
の
一
情
勢
の
発
展
は
、  

素
共
存
と
反
独
占
民
主
改
革
が
当
面
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

藤
証
し
た
。                          

、

②  

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
は
ハ
ノ
イ
、
ハ
イ
フ
オ
ン
爆
撃
に
ょ
つ
て
新
し
い
段
階
に

は
い
っ
た
。
社
会
主
義
国
の
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
や
ラ
オ
ス
、  
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
ま
で
拡
大
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
と
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
抗
戦
は
ま
す
ま
す
強
ま
り
、

、

社
会
主
義
諸
国
や
世
界
各
国
の
支
援
と
協
力
は
拡
大
さ
れ
て
い
る
。  

日
本
で
も
ベ
ト
ナ
ム
連
帯
闘
争
は
高

ま
っ
て
い
るo

平
和
共
存
に
た
い
す
る
ア
メ
リ
カ
の
侵
犯
と
た
た
か
つ
て
、  

こ
れ
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
な
任
務
と

な
っ
たJ

③
世
界
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
に
も
と
づ
く
統
一
は
前
進
し
、
反
対
路
線
は
次
第
に
孤
立
し
た
。  

ソ
連
共
産
党
第
二
十
三
回
大
会
は
そ
れ
を
示
し
た
。      

、

日
本
共
産
党
は
こ
の
反
対
路
線
か
ら
離
れ
た
。
そ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
共
同
行
動
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違

に
ょ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
自
主
独
立
」
は
ソ
連
共
産
党
の
修
正
主
義
に
反
対
し
、
中
国
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l  

共
産
党
の
教
条
主
義
に
反
対
す
る
と
い
う
も
の
で
、  

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
と
対
立
し
た
小
プ
ル
シ
ョ

ー

(

ア
民
族
主
義
の
偏
向
で
あ
る
。

④  

世
界
資
本
主
義
体
制
の
矛
盾
は
さ
ら
に
ふ
か
ま
り
、  

帝
国
主
義
に
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
闘
争

は
高
揚
し
で
い
る
。
先
進
国
で
も
後
進
国
で
も
大
衆
的
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
が
み
ら
れ
る
。
労
働
者
階
級
の

国
際
的
共
同
闘
争
、
新
し
い
統
一
の
条
件
が
成
長
し
て
い
る
。
先
進
国
で
反
独
占
民
主
改
革
は
切
実
な
課

題
と
な
っ
たo

                                

、

⑤  

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
孤
立
化
は
進
ん
で
い
る
。
平
和
と
平
和
共
存
の
た
め
の
闘
争
で
、
社
会
主

壽
国
家
の
団
結
、
帝
国
主
義
諸
国
の
労
働
者
階
級
の
統
一
と
闘
争
の
果=

観
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ

るo

ベ
ト
ナ
ム
侵
略
反
対
闘
争
の
勝
利
は
国
際
情
勢
を
平
和
と
平
和
共
存
の
方
向
に
決
定
的
に
転
換
さ
せ
新

し
い
展
望
を
ひ
ら
く
。  

こ
の
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
日
本
政
府
の
戦
争
加
担
政
策
を
や
め
さ
せ
る
た
め

に
た
た
か
う
こ
と
は
労
働
者
階
級
と
共
産
主
義
者
の
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

⑥
日
本
資
本
主
義
は
動
労
者
を
犠
牲
に
し
て
恐
一
一
一
一
一
か
ら
一n

け
だ
し
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
設
備
と
生
産

力
の
過
剰
は
大
き
く
、  

消
費
者
物
価
の
ひ
き
つ
づ
く
上
昇
は
国
民
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
。  

公
債
発
行
、

ベ
ト
ナ
ム
軍
需
に
影
響
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
増
大
、
国
際
収
支
構
造
の
変
化
は
重
大
な
一
一P

,-

盾
を
は

ら
ん
で
い
る
。-=-

・
一
一
一,

企
業
の
倒
産
水
準
は
た
か
く
、
合
理
化
の
犠
牲
と
さ
れ
る
労
働
者
、
人
民
諸
階
層
と

独
占
の
矛
盾
は
深
ま
っ
て
い
一
一(

一
一
。

⑦  

日
本
資
本
主
義
を
・
・
一
一,,.-s::

・
一
・
一
一
ま
く
新
し
い
国,

原
的
条
件
の
も
と
で  

「
産
業
再
編
成
」  

は
独
占
体
の
合
言

葉
と
な
っ
た
。
そ
の
目
標
は
独
占
体
と
国
家
の
協
力
で
、
集
中
合
併
、
系
列
企
業
の
再
編
成
を
大
規
模
に

や
り
、'

こ
れ
に
応
じ
て
労
働
再
編
成
を
強
行
し
、
搾
取
。
収
奪
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
独
占
利
潤
率
を
引
き

あ
げ
る
こ
と
で
あ
るo

⑧  

日
本
独
占
の
政
治
的
方
向
は
明
白
で
あ
る
。
強
化
さ
れ
た
独
占
体
の
国.

電
環
的
地
位
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、  

ァ
メ
リ
ヵ
帝
国
主
義
と
の
同
盟
を
守
り
な
が
ら
、  

独
自
の
帝
国
主
義
的
賓
進
出
を
つ
よ
め
る
こ

と
、
帝
国
主
義
的
政
治
反
動
体
制
を
、'

確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。

⑨
佐
藤
内
閣
は
、
独
占
と
自
民
党
の
な
が
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
日
韓
条
約
、H

L0

国
内
法
、

地
義
償
、
建
国
記
念
日
制
定
な
ど
を
強
行
し
て
き
た
。  

ベ
ト
ナ
ム
侵
略
へ
の
加
担
は
し
だ
い
に
ろ
こ
っ



f一  

に
な
り
、
安
保
条
約
に
よ
る'

協
力  

義
務
を
明
言
す
る
に
い
た
っ
た
。
原
潜
寄
港
は
恒
常
化
花
し
、
安
保
延

長
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
カ
サ
」
が
公
言
さ
れ
、
沖
細
県
民
の
復
帰
要
求
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
日
韓
条
一

約
締
結
後
の
独
占
の
南
朝
鮮
進
出
強
化
、
束
南
ア
ジ
ア
閣
僚
会
議
、
ソ
ウ
ル
会
議
へ
の
参
加
、
ア
ジ
ア
開

一
一a

一
銀
行
、  

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
借
款
等
々
は
ァ
メ
リ
ヵ
と
協
力
す
る
帝
国
主
義
的
政
策
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

日
米
経
済
合
同
委
員
会
は
、  

ベ
ト
ナ
ム
侵
略
へ
の
加
担
を
つ
よ
め
、
資
本
自
由
化
に
対
応
す
る
姿
勢
と
同

時
に
対
中
国
政
策
を
め
ぐ
る
日
米
の
矛
盾
を
明
白
に
し
た
。                                                          

・  

ベ
ト
ナ
ム
危
機
、
中
国
の
核
実
験
は
ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
カ
サ
」
の
下
で
の
自
分
自
身
の
軍
事
力
強
化

隻
求
を
つ
よ
め
た
。

佐
藤
内
閑
は
、
勤
労
者
を
壤
牲
に
独
占
の
「
安
定
成
長
」
の
道
を
ひ
ら
こ
う
と
し
て
い
る
。
物
価
安
定

を
当
面
の
主
要
な
問
題
と
す
る
と
い
う
政
策
は
第
一
に
は
総
選
挙
対
策
で
あ
一
り
、
第
二
に
は
賃
金
を
抑
制

し
、
大
衆
収
奪
を
強
め
る
政
策
で
あ
・
・,(

一
一
。  

こ
れ
は
大
衆
闘
争
を
激
化
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

政
府
は
、
三
月
以
来
、
野
党
に
生
新
整
を
か
け
、
安
保
延
長
を
一
既
定
事
実
と
し
て
定
着
さ
せ
な
が
ら

民
族
主
義
を
煽
動
し
、
民
主
的
権
利
を
っ
ぎ
っ
ぎ
に
剥
奪
し
て
七
〇
年
へ
の
体
制
を
準
備
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
の
有
力
な
手
段
と
し
て
小
選
挙
区
制,

はf

自
民
党
政
権
の
永
久
化
と
憲
法
改
悪
へ
の
前
進
を
ね
ら

っ
て
い
るo

反
動
攻
勢
の
重
要
点
は
、
労
働
組
合
を
企
業
と
資
本
家
団
体
の
利
益
に
従
わ
せ
る
新
し'

い
労
資
協
調
体

制
に
組
み
い
れ
よ--l-

と
す
る
動
き
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
国
家
、
地
方
自
治
体
、
社
会
公
共
生
活
全
体
に
、
民
主
主
義
を
無
内
容
と
し
、
ゆ
が

め
、
独
白
支
配
に
従
属
さ
せ
る
た
め
の
攻
撃
が
す
す
ん
で
い
る
。
と
く
に
教
育
の
分
野
の
攻
勢
は
、
難
後

民
主
主
義
の
将
来
を
め
ぐ
る
重
要
な
対
決
点
で
あ
る
。

⑩  

日
本
の
情
勢
は
あ
一
ま
り
に
も
重
大
な
闘
争
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
の
進
路
を
ど-l--

す
る
か
と

い
一
一n,

一
問
一
題
が
す
べ
で
の
優
。
、
業
に
回
答
を
せ
ま
っ
て
い
る
。

労
働
者
階
級
は
、  

独
占
と
自
民
党
の
帝
一
国
一
一
十
一
義
的
進
路
に
た
い
し
て
、  

平
和
共
存
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

わ
た
る
反
独
占
民
主
的
改
革
の
道
を
通
ず
る
革
命
の
展
望
を
対
置            

こ
れ
に
応
じ
た
現
情
勢
の
も

と
で
緊
切
な
具
体
的
装
求
綱
領
を
か
か
げ
、  

新
し
い
国
民
的
政
治
的
統
一,

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
た
た

い
か
一f,--

こ
と
こ
そ
、
労
働
者
階
級
と
共
産
主
義
者
の
党
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
。  



⑩  

日
本
の
諸
階
級
・
諸
党
派
は
、  

い
ま
そ
の
勢
力
を
再
編
成
し
、
激
動
す
る
情
勢
に
の
ぞ
む
体
制
を

4(  

進
備
し
つ
つ
あ
る
。

自
民
党
、
社
会
党
、
民
社
党
か
ら
共
産
党
に
い
た
る
ま
で
の
内
部
対
立
の
発
展
や
公
明
党
の
進
出
は
、
戦

争
と
平
和
、
政
、
治
的
反
動
と
民
主
的
改
革
の
闘
争
の
切
迫
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

共
産
党
の
分
裂
、
共
産
主
義
語
集
団
の
分
岐
の
基
礎
に
は
さ
ら
に
党
の
路
線
、
大
衆
運
動
に
た
い
す
る
政

室
組
織
を
新
し
い
情
勢
に
こ
た
え
る
も
の
に
す
る
た
め
の
闘
争
で
あ
る
。
ソ
連
共
産
党
を
修
正
主
義
と
攻

撃
し
っ
づ
け
、  
い
ま
中
国
共
産
党
を
教
条
主
義
と
非
難
し
は
じ
め
た
の
も
、  

大
衆
闘
争
と
戦
争
の
危
険
と
の'

關
争
に
た
い
す
る
恐
怖
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑫
現
在
共
産
主
義
者
に
と
っ
て
緊
急
な
第
一
の
課
題
は
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
反
対
闘
争
を
、
適
切
な
目
標
と

許
の
も
と
に
強
力
な
大
衆
運
動
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
平
和
闘
争
に
お
け
る
労
働
一

者
階
級
の
独
自
的
役
割
を
っ
よ
め
、
同
時
に
広
汎
な
大
衆
の
平
和
要
求
を
多
様
な
形
態
で
、
自
発
的
な
行
動

集
展
さ
せ
、
新
し
い
統
一
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。                                      .  

労
働
組
合
は
平
和
と
平
和
共
存
、
反
独
占
民
主
改
革
の
闘
争
の
背
骨
で
、
今
度
の
総
評
大
会
の
方
針
に
も

そ
の
役
割
を
ど-l

・
は
た
す
か
の
努
力
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。  

こ
れ
を
正
し
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
共
産
主
義

者
の
さ
し
せ
ま
っ
た
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

労
働
運
動
、
平
和
運
動
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
民
主
主
義
的
運
動
を
正
し«

発
展
さ
せ
な
が
ら
、

要
癌
の
統
一
を
中
軸
に
、
国
民
的
政
治
統
一
戦
線
の
形
式
に
具
体
的
に
前
進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

労
働
者
階
級
と
反
独
占
諸
階
層
に
基
礎
を
お
く
諸
政
党
、
諸
団
体
の
緊
急
な
課
題
の
た
め
の
共
同
闘
争
、
統

一
行
動
は
そ
の
第
一
歩
で
あ
る
。

⑬  

日
本
の
共
産
主
義
運
動
を
意
識
的
に
分
裂
さ
せ
て
、
そ
の
統
一
ど
こ
ろ
か
共
同
行
動
ま
で
も
拒
否
す

長
々
木
が
、
労
働
組
合
に
向
っ
て
統
一
や
共
同
行
動
の
説
法
す
る
こ
と
は
次
第
に
反
発
を
強
め
る
わ
け
で

あ
るoさ

い
き
ん
の
代
々
木
の,

転
換
″
は
、
こ
れ
ま
で
の
代
々
木
の
反
対
路
線
が
失
販
し
た
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

と
し
、
そ
れ
は
今
日
の
情
勢
が
共
産
主
義
者
に
要
求
し
て
い
る
任
務
に
こ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
。
正
し

い
路
線
と
真
の
統
一
を
め
ざ
す
共
産
主
義
者
が
ま
ず
結
集
し
て
、
労
働
者
階
級
の
間
に
単
一
の
共
産
主
義
前

整
を
建
設
す
る
た
め
奮
闘
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、  

ま
す
ま
す
緊
切
な
課
題
と
な
っ
た
。  

・  
,4--
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準
備
委
員
会
発
足
以
後
の
主
体
的
条
件
の
変
化

(5)  

①  

日
本
共
産
党(

代
々
木)

の
「
転
換
」
に
つ
い
て

3
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
が
拡
大
し
急
追
化
イ
す
る
な
か
で
、
日
本
共
産
党(

代
々

木)
指
導
部
は
、
ベ
ト
ナ
ム
侵
略
戦
争
反
対
の
国
際
共
同
行
動
の
問
題
で
、
中
国
共
産
党
指
導
部
と
明
確

に
意
見
を
異
に
す
る
に
至
っ
た
。
代
々
木
指
導
部
は
、  

ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
現
代
修
正
主
義
と
批
判
し

つ
つ
も
、  

こ
れ
と
の
国
一
際
共
同
行
動
を
主
張
し
、
中
共
指
導
部
は
反
米
統
一
戦
線
か
ら
ソ
連
共
産
党
指
導

部
を
排
除
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
代
々
木
指
導
部
は
、
ふ
た
た
び
「
自
主
独
立
」
を
強
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
中
共
指
導
部
へ
の
追
随
路
線
か
ら
「
転
換
」
し
た
。

米
中
戦
争
敢
え
て
辞
せ
ず
と
す
る
中
共
路
線
へ
の
追
随
が
、  

日
共(

代
々
木)  

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産

党
と
同
様
の
控
に
お
と
し
い
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
が
、
代
々
・K

筆
部
の
「
転
響
の
背

後
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
転
換
」
は
、
従
っ
て
、
た
ん
に
国
際
路
線
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
衆
運
動
の
指
導
方
針
に
も
一
定
の
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
。  

し
か
し
、  

そ
れ
は

世
界
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
へ
の
復
帰
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
反
米
の
極
左
的
空

文
句
を
叫
び
な
が
ら
、  

実
践
的
に
は
右
翼
日
和
見
、  

議
会
主
義
的
傾
向
の
強
か
っ
た
代
々
・K

指
導
部
が
、

一
段
と
そ
一
の
表
日
和
見
主
義
的
動
揺
を
つ
よ
め
る
も
の
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

代
々'K

筆
部
は
、
今
回
の
「
転
換
」
に
ぁ
た
つ
て
、
そ
れ
を
「
転
換
」
と
は
認
め
ず
、
自
分
た
ち
が
一.  

買
し
て
、
世
界
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
を
堅
持
し
て
き
た
か
の
よ
う
に
強
弁
し
て
い
る
。
彼
ら
は
九
回

大
会
決
定
の
「
国
際
共
産
主
義
運
動
と
わ
が
党
の
任
務
」
を
「
赤
旗
」,

に
再
録
し
、
こ
の
学
習
に
ょ
っ
て

み
づ
か
ら
の
一
買
性
を
裏
づ
け
、
全
党
の
動
揺
を
お
さ
え
よ----

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
九
回
大
会

決
定
は
、  

世
界
共
産
主
義
運
動
の
総
路
線
を
發
曲
し
て
、  

こ
れ
を
現
代
修
正
主
義
と
批
判
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
代
々
・K

指
導
部
が
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
的
な
誤
り
に
よ
り
、
日
本
の
労
働
者
階
級
と
人
民
の
た

た
か
い
に
重
大
な
損
失
を
与
え
た
こ
と
の
深
刻
か
つ
明
確
な
自
己
批
判
が
な
い
な
ら
ば
、
客
観
情
勢
の
発

展
に
迫
ら
れ
て
の
「
転
換
」
は
、
な
し
く
ず
し
の
「
手
直
し
」
に
と
ど
ま
り
。
そ
の
原
則
的
な
、
根
深
い

誤
り
は
克
服
さ
れ
る
ぺ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。  



(6)  

こ
のr

手
直
し
」
やr

転
換
」
は
、
党
内
矛
盾
の
激
発
を
一
時:

的
一
一
一
一
一
糊
途
一
す
る
観
集
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
中
共
路
線
に
批
判
と
疑
問
を
も
っ
て
き
た
党
員
は
、
こ
の
「
転
換
」
を
一aa

迎
す
る
に
と
ど
ま
り
、
さ

ら
に
進
ん
で
宮
本
理
論
と
そ
れ
に
基
く
こ
れ
ま
で
の
誤
り
の
批
判
に
進
も
う
と
し
て
い
な
い
。
党
事
盾
は

A
程
宮
本=

自
主
独
立
派
と
中
共
派
と
の'

対
立
と
な
っ
て
深
刻
化
す
る
で
あ
ろ
一f'

ノ
ー
ーl

。

C
EO

こ
の
代
々
木
指
導
部
の
転
換
か
ら
、
第
二
「
六
全
協
」
を
予
想
し
、
そ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
当
面
の
結

集
を
批
判
す
る
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、
、
こ
の
問
題
と
関
連
し
て
、
現
在
結
集
を
進
め
て
い
る
組
織
統
一
準
備

委
員
会
が
「
復
帰
コ
ー
ス
」
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
デ
マ
、
憶
測
の
た
ぐ
い
が
流
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ

の
結
集
が
代
々
木
へ
の
「
復
帰
コ
ー
ス
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
不
当
な
非
難
攻
撃
も
一
部
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
るo

                                                            .

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
き
、
準
備
委
員
会
が
、
わ
が
国
共
産
主
義
運
動
を
統
一
す
る
展
望
の
な

か
で
、  

当
面
の
結
集
と
党
建
設
を
ど
の
よ'-l-

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、  

き
わ
め
て
重

要
と
な
っ
て
い
るo

②
わ
が
国
共
産
主
義
運
動
の
真
の
統
一
の
た
め
の
闘
争
の
展
望

(A
)

わ
れ
わ
れ
は
三
月
全
国
会
議
の
「
ま
と
め
」,

と
「
よ
び
か
け
」
で
、
わ
れ
わ
れ
の
建
設
す
べ
き
党
の
性

格f

そ
の
思
想
的
、
政
治
的
、
組
織
的
な
基
本
路
線
を
明
確
に
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
基
本
路
線
に
か

い
て
、
組
・
織
的
に
統
一
し
、
党
を
建
設
す
る
。
こ
の
党
は
、
さ
ら
に
わ
が
国
共
産
主
義
運
動'

の
統
一
を
進
め

る
こ
と
を
み
ず
か
ら
の
重
要
な
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
統
一
は
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
基
本
路

線
に
も
ど
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い-

-
-
,

ま
で
も
な
いo
                                                      ,

8

わ
れ
わ
れ
の
立
場
は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
て
、
日
本
共
産
党(

代
々
木)

の
根
本
的
改
造
な
く
し
て
、

わ
が
国
共
産
主
義
運
動
の
真
の
統
一
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
当
面
の
結
集
を
成
功

さ
せ
、
真
に
わ
が
国
労
働
者
階
級
の
要
求
に
こ
た
え
る
党
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
な
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
党
の
発
展
に
よ
っ
て
、
日
共(

代
々
木)

の
根
本
的
改
造
も
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

の
党
建
設
と
日
共(

代
々
木)

の
内
部
革
新
と
が
、
相
関
連
し
て
発
展
し
、
党
と
党
と
の
統
一
が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
展
開
を
示
す
か
は
、
今
か
ら
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
必

要
で
も
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
基
本
路
線
に
た
っ
て
結
集
し
、
党
を
建



設
す
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
る
と
い-ll-

こ
と
で
あ
る
。

③
社
革
東
京
都
組
織
の
現
状
と
結
集
方
針      '

3
  

社
革
代
表
か
ら
社
革
東
京
都
組
織
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
準
備
委
員
会
は
こ
の
問
題
が
社

革
の
内
部
問
題
と
し
て
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
線
に
も
と
づ
い
て
効
果
的
に
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
。                                      

・                                  

・
・','

、

8

こ
の
機
会
に
、
準
備
委
員
会
は
三
月
会
議
の
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の

結
集
の
事
業
を
進
め
て
お
り
、  

こ
の
基
本
再
表
一7

後
も
堅
持
す
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。  

そ

の
結
集
方
針
は
連
合
体
的
組
織
形
態
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
直
接
慧
室
器
ちa

で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
集
方
針
に
疑
問
や
批
判
を
も
つ
諸
一
君
と
も
、
多
様
な'

形
で
結
集
を
進
め
て
ゆ
く
努

力
重
程
も
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。          ''  

④  

以
上
の
意
志
統
一
に
立
っ
て
、
準
備
委
員
会
は
八
月
の
全
国
代
表
者
会
議
の
準
備
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
。                                '  

☆    

全
国
代
表
者
会
議
の
案
内
状
に
つ
い
て

一
、
別
項
の
案
内
状
を
確
認
。

一
一
、
ォ
ブ
ザ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
会
議
前
の
組
織
活
動
に
お
け
る
話
し
合
い
の
な
か
で
、
今
回
の
結
集

に
基
本
的
に
賛
成
で
あ
り
、  

し
か
し
な
お
若
干
の
疑
問
や
組'

織
の
事
情
な
ど
が
あ
っ
て
参
加
手
続
き

を
と
れ
な
い
と
い
う
同
志
を
招
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

三
、
結
集
に
寶
成
の
諸
君
が
参
加
手
続
き
を
こ
の
会
議
ま
で
に
と
る
よ
う
組
織
活
動
を
強
め
る
こ
と
。  

☆    

平
和
運
動
で
の
統
一
行
動
に
つ
い
て

白
川
同
志
か
ら
、
七
月
二
十
四
日
の
平
和
運
動
に
つ
い
て
の
共
産
主
義
者
の
集
り
に
つ
い
て
、
ま
た
松

一
江
同
志
か
ら
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
評
総
会
と
被
爆
二
十
一
周
年
原
水
禁
世
界
大
会
の
問
題
点
が
、
そ
れ
ぞ

(                                                                              

・れ

報
告
さ
れ
、  

飯
田
同
志
か
ら
べ
平
連
の
日
一
一<

-
iJ

民
会
議
の
計
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。  



こ
れ
ら
の
報:

一
一
口
を
き
き
、  

と
く
に
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
た
い
し
て
、
準
備
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る

8(

組
織
と
個
人
が
、
相
互
に
共
同
し
て
、
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め,

の
打
ち
合
わ
せ
を
、
広
島
で
行
な

う
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。                      .  

f

政
治
・
組
織
方
針
作
成
の

作
業
状
況
と
そ
の
推
進
に
つ
い
て,l

①  

政
治
方
針
委
員
会
と.

議
基
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、  

今
日
ま
で
の
作
業
の
進
展
状
況
が
報:

一
一
一
口
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
会
の
計
画
な
ど
が
報
一
一
一
口
さ
れ
た
。                                            

・

②
準
備
委
員
会
の
計
画
す
る
研
究
会
は
、
こ
れ
か
ら
始
め
ら
れ
る
段
階
で
あ
る
が
、
そ
れ'

ぞ
れ
の
組:

織

や
準
備
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
自
主
的
な
研
究
会
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
準

備
委
員
会
と
し
て
十
分
摂
取
す
る
こ
と
、
そ
の
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
・
た
。          '

⑧
そ
し
て
、
八
月
の
全
国
代
表
者
会
議
に
は
、
そ;rL

ぞ
れ
の
委
員
か
ら
中
間
報
告
が
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
がf

こ
の
た
め
に
は
、
そ
の
前
に
準
備
委
員
会
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
報
告
を
検

討
し
、
問
題
点
を
明
確
に
し
て
、  

全
国
代
表
者
会
議
に
塑
口
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。,  

☆
第
六
回
準
備
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
六
回
準
備
委
員
会
を
八
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
開
く
。
議
題
は
、
、
全
国
代
表
者
会
議
の
準

備
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。  

☆
全
国
代
表
者
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

私
た
ち
は
、
本
年
三
月
「
結
集
と
統
一
を
め
ざ
す
全
国
会
議
」
を
も
っ
て
、
組
織
統
一
準
備
委
員
会
を

組
織
し
、
全
国
会
議
の
「
ま-

と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
任
務
を
す
す
め
て
き
ま
し  

た
。                                                                                                                              

、

そ
の
後
の
情
勢
の
発
展
は
、
こ
の
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
共
産
主
義

者
の
結
集
と
統
一
の
課
題
を
、
ま
す
ま
す
緊
急
、
切
実
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
情
勢
は
ま

す
ま
す
急
追
の
度
を
加
え
て
お
り
日
本
の
独
占
資
本
と
佐
藤
内
閣
は
、  

労
働
者
階
級
と
人
民
一e

、
の
経
一
済
的

-

い-

、



,  、t''    '  

(9)  

'

政
治
的
な
攻
華
を
一  

だ
ん
と
強
め
て
い
ま
す
。  

わ
が
国
の
政
治
の
転
換
を
要
求
し
、  

政
治
的
統
一
を
も
ど

め
る
声
は
一
頭
ま
っ
て
い
ま
す
。  

情
勢
の
発
展
と
わ
れ
わ
れ
の
結
集
へ
の
努
力
が
進
む
な
か
で
日
本
共
産
党

代
々
木)

指
導
部
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線
に
一
定
の
変
更
を
加
え
つ
っ
あ
り
ま?

一
一
一
一
一,

。
こ
の
事
態
の
発
展

の
な
か
で
、
私
た
ち
は
、
わ
が
国
共
産
主
義
運
動
の
真
の
統
一
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
三
月
の
全
国
会

一
索
一
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
で
あ
き
ら
か
に
し
た
基
本
路
線
に
た
っ
て
、
当
面
の
結
集
を
進
め
る

こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
い----

確
信
を
強
め
て
い
ま-

。

私
た
ち
は
、
こ
の
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
を
普
及
し
、
討
論
を
か
こ
し
、
準
備
委
員
会
へ
の
組

一
織
的
参
加
を
も
と
め
る
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
統
一
を
達
成
す
る
に
必
要
な
政
治
方
針  

、
組:

織
万
針
を
作
成
す
る
方
針
を
確
一n

一
一
一
し
、
そ
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
面
す
る
切
実
な,  

藍
に
つ
い
て
共
産
主
義
者
の
共
同
行
動
を
組:

織
す
る
た
め
の
努
力
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ま
だ
十
分
な
成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
第
三
回
準
備
委
員
会(

五

日0

で
決
定
し
た
よ
う
に
、
九
月
に
諸
方
針
の
草
案
を
発
表
し
、
十
一
月
に
統
一
大
会
を
も
つ
目
標
を
成

功
的
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、  

準
備
委
員
会
の
活
動
を
一
段
と
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
私
た
ち
は
八
月
下
旬
全
国
代
表
者
会
議
を
め
ざ
し
て
組
織
活
動
と
方
針
作
成
の
準
備
を
統  

一
的
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。  

こ
の
会
議
に
む
け
て
準
備
委
員
会
へ
の
参
加
を
も
と
め
る
活

要
精
力
的
に
展
開
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
諸
君
の
協
力
を
組
織
し
つ
つ
九
月
に
発
表
す
る
第
一
次
草
案

屋
案
的
な
も
の
を
八
月
の
全
国
代
表
者
会
議
ま
で
に
準
備
し
、  

中
間
報
告
を
行
っ
て
会
議
の
討
論
に
ふ

-

る
よ
う
方
針
作
成
の
作
業
を
促
進
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
の
う
え
に
、
八
月
下

旬
の
全
国
代
表
者
会
議
で
は
、  

こ
れ
ま
で
の
結
集
状
況
そ
の
他
諸
般
の
情
勢
を
一
給
一
一
討
し
て
、
統
一
大
会
の

日
時
を
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
準
備
委
員
会
に
す
で
に
参
加
し
て
い
る
組
織
と
個
人
が
、
こ
の
八
月
全
代
会
議
を
め
ざ
し

y

よ
り
多
く
の
同
志
が
準
備
委
員
会
に
参
加
す
る
よ
う
組:

織
活
動
を
強
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

私
た-

の
今
進
め
て
い
る
結
集
に
、
基
本
的
に
賛
成
さ
れ
る
諸
君
が
、
準
備
委
員
会
へ
の
参
加
手
続
き

言
り
、  

組
織
的
に
方
針
作
成
の
仕
事
や
組
織
活
動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
準
備
委
員
会
の
活
動
に
批
判
や
疑
問
を
も
っ
て
い
る
諸
君
と
の
交
流
を
深
め
、
そ
の
意
志

統
一
を.

整
さ
せ
準
備
委
員
会
へ
の
参
加
を
も
と
め
る
活
動
を
強
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ



新
し
い
党
の
出
発
の
た
め
に                                            -

世
田
谷
革
新
同
志
会
有
志

一              .
組
織
統
一
な
い
し
新
た
な
党
の
こ
と
が
論
議
さ
れ
る
場
合
、
次
の
こ
と
は
共
通
の
前
提
と
な
つ
て
い
る

と
い
つ
て
よ
い
だ
ろ
一
一
一'

・
一
一
ー--l

。  

「
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
党
で
あ
り
、  

マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
と
つ
・
て
党
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
、
党
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
党
に
な
り
う
る
組
織
も
な
い
。
」

こ
れ
ら
は
公
理
で
あ
る
。
た
だ
し
、
証
明
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
な
こ
と
、
と
い--l-

意
味
で
は
な
く

議
論
の
前
提
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
実
一
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
内
容
は
人
に
ょ
つ
て
か
な
り
ち
が

つ
て
い
る
。
代
々
木
の
「
方
向
転
換
」
が
、
「
結
集
」
に
徴
妙
な
影
響
を
与
え
て
い
る
、..

と
い
う
こ
と
が

か
な
り
現
実
性
を
帯
び
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
そ
の
一
つ
の
例
証
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
人
々
は
、

こ
の
公
理
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
い
結
党
と
い
一f,

・
一
一
ー---

結
論
を
導
び
き
、
他
の
人
々
は
、
そ
れ
は
不
可
能
だ
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
公
理
の
実
際
的
な
中
味
が
ち
が
う
か
ら
で
あ
る
。

「
結
餐
を
考
え
る
・
人
々
は
、
代
々
木
を
否
定
す
る
、
と
い
う
点
で
、
消
極
的
に
一
数
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
次
元
で
の
否
定
で
あ
る
か
と
い----

こ
と
で
は
、
決
し
て
一
致
し
て
は
い
な
か

っ
た
。
個
人
的
・
感
情
的
反
発
、
官
僚
主
義
批
判
、
あ
れ
こ
れ
の
政
策
の
誤
り
、
綱
領
次
元
で
の
対
立
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
の
階
級
斗
争
の
中
で
代
々
木
が
果
し
て
来
た
・
ま
た
こ
れ
か
ら
も
果
す
で

あ
ろ
う
役
割
に
つ
い
て
の
評
価
の
基
本
的
な
く
い
ち
が
い
、
に
い
た
る
様
々
な
見
地
が
あ
る
。
そ
れ
は
又

現
時
点
に
か
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
そ
の
も
の
の
と
ら
え
方
の
ち
が
い
と
っ
な
が
つ
て
い
る
。.-

、

私
の
基
本
的
見
地
は
こ
う
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
ス
タ
ー
リ
ン(

な
い
し
そ
れ
以
前)'

か
ら
あ

と
の
硬
化
か
ら
脱
し
、
現
代
の
世
界
を
深
く
広
く
と
ら
え
る
豊
か
な
世
界
観
・
思
想
で
あ
る
た
め
に
は
、

ま
だ
多
く
の
仕
事
が
な
し
と
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
私
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、

党
は
で
き
な
い
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。  

し
か
し
少
な
く
と
も
、  

日
本
の
現
状
と
革
命
、
へ
の
大
ざ
つ
ぱ
な

道
す
じ
を
明
ら
か
に
し
、  

マ
ル
ク
ス
主
義
の
現
代
的
再
生
を
展
望
し
一
一n''

・
・,l-

る
透
徹
し
た
理
論
な
し
に
、
党
は

11

で
き
な
い
。
そ
れ
を
つ
く
リ
出
す
こ
と
が
、
私
た
ち
の
第
一
の
任
務
で
あ
る
。  



l',J  

一
方
で
、
日
本
の
社
会
は
、
か
な
り
急
な
テ
ン
ポ
で
動
き
、
階
級
斗
争
は
激
化
し
て
い
る
、  

こ
の
中
へ

-(1

可
能
な
限
り
の
仕
方
で
参
加
す
る
こ
と
は
、
共
産
主
義
者
の
義
務
で
あ
る
。
こ
の
点
で
「
結
集
」
を
考
え

る
す
べ
て
の
人
々
は
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
実
は
、
い
わ
ゆ
る
「
結
集
」
へ
の
努
力
が
は
じ
ま

っ
て
以
来
、
こ
の
面
で
の(

例
え
ぱ
反
鐵
・
平
和
運
動
な
ど
へ
の)

私
た
ち
全
体
の
と
り
組
み
は
、
非
常

に
弱
く
さ
え
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
こ
う
し
て
、
一
一
つ
の
任
務
に
当
面
し
て
い
る
。
こ
の
任
務
を
、
現
在
の
時
点
で
、
最
も
有

効
に
推
進
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
一f,-----l

な
組
織
形
態
が
可
能
で
あ
る
か
、
必
要
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
組
織
統

一
の
問
題
の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。          

・  

マ
ル
ク
ス
主
義
が
ど
の
よ
一n',,

・
一
・--

な
状
況
に
ぉ
ち
ぃ
つ
て
い
る
か
、
革
命
の
現
実
的
な
道
す
じ
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
こ
の
よ--l-

な
間
題
に
対
す
る
痛
切
な
飢
餓
感
な
し
に
、
党
は
ァ
プ
リ
ォ
リ
に
必
要
で
あ
り
、
そ

、
、

れ
は
少
数
は
多
数
に
従
い
地
方
は
中
央
に
従
う
民
主
集
中
の
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、  

そ
れ
の
み
が
、

組
織
の
理
論
的
・
思
想
的
豊
か
さ
を
確
保
し
、
運
動
へ
の
能
動
的
な
参
加
を
保
証
す
る
、
と
無
邪
気
に
信

じ
て
い
る
議
論
に
、
私
は
組
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

例
え
ぱ
社
革
は
、  

「
党
建
設
の
実
践
部
隊
」
な
い
し
「
そ
れ
自
体
実
質
的
に
党
で
あ
る
」
と
い
う
見
地

で
五
年
間
や
っ
て
き
た
。
私
は
社
革
が
一
定
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し.

同
時
に
、
思
想
的
、
理
論
的
に
不
毛
で
あ
り
、  

し
た
が
っ
て
運
動
の
面
で
・
も
限
ら
れ
た
組
織
体
質
で
あ
つ

た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
「
過
剰
な
民
主
主
義
」
が
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
華
内
で
「
議
論
が
つ
く
さ
れ
た
」
こ
と
の
証
明
に
さ
え
援
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
社
革
内
で
、

第'

生
産
的
な
討
論
が
組:

織
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
つ
た
だ
ろ
う
か?                          '

三
月
の
・
「
全
国
会
議
」
で
は
、
こ
の
会
議
に
結
集
し
て
こ
な
い
共
産
主
義
者
の
存
在
に
多
大
の
注
意
を

払
い
、.

そ
れ
が
こ
の
会
議
の
成
果
を
は
か
る
尺
度
だ
と
い
う
見
地
が
再
三
強
調
さ
れ
た
。  
そ
れ
は
社
革
に

対
す
る
批
判
で
も
ぁ
つ
た
。
社
革
は
、
そ
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
代
表
す
る
人
々
を
、
そ
の
「
組
織
原
則

」
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
会
議
に
参
加
さ
せ
え
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。                              .

私
は
高
み
に
立
っ
て
、
一
一
一
一
一
一
一:-aa

一
一k--:W

一
一
判
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
。
私
た
ち
非
代
々
木
共
産
主
義
者
の
、
痛

切
な
体
験
と
し
て
そ
れ
を
論
じ'

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
斗
い
の
中
で
活
か

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
いp

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。  
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八
月
に
再
び
全
国
会
議
が
開
か
れ
る
と
い
う
。  

そ
れ
は
、  

社
会
の
緊
急
の
要
請
を
横
目
で
見
な
が
ら
、

器
で
余
り
現
実
へ
の
有
効
性
の
な
い
作
文
と
、
小
じ
ん
ま
り
と
旧
来
の
形
式
の
と
と
の
っ
た
「
党
」

の
た
め
の
、
事
務
的
な
準
備
と
し
て
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
中
に
分
散
し
て
あ
る
戦
斗
的
な
、
ま
た
理
論

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
最
大
限
に
引
き
出
し
、
組
織
す
る
た
め
に
、
現
時
点
で
最
も
適
切
な(

従
っ
て
過

渡
的
な)
組
港
態
操
り
、
つ
く
り
出
す
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。(S

)  

(13)  

二.

準
備
委
員
会
発
足
の
前
後
か
ら
、
私
た
ち
は
そ
の
活
動
を
批
判
と
期
待
を
ま
じ
え
つ
つ
、
真
剣
に
見
守

っ
て
来
た
。
三
月
全
国
会
議
の
結
論
が
、
難
航
の
す
え
、
あ
の
よ--l-

な
「
ま
と
め
」
と
し
て
反
対'

保
留

を
明
記
す
る
形
式
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
、
討
論
の
最
大
公
約
数
的
終
着
点
だ
け
を
獲
す
る
の
で
は
な
く

あ
り
の
ま
ま
の
過
程
の
姿
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
私
た
ち
は
将
来
の
結
集
を
可
能
に
す
る
足

場
を
設
定
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
た
。
そ
し
て
此
処
か
ら
、
討
論
の
組
織
と
討
論
内
容
の
両
面
に
お
い

て
、
準
備
委
員
会
の
一
一
一
一
一9

動
が
い
つ
そ
う
の
深
ま
り
と
拡
が
り
を
み
せ
る
も
の
と
期
待
し
た
。  

と
こ
ろ
が
そ

の
後
の
活
動
は
、  

必
ず
し
も
私
た
ち
の
期
待
の
よ---

に
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
あ
ろ----

が
、
ひ
と
つ
に
は
、
建
設
さ
れ
る
べ
き
党
の
生
略
に
つ
い
て
の

堀
り
下
げ
が
始
ん
ど
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
、
否
む
し
ろ
故
意
に
避
け
ら
れ
て
い
る
、  

と
い
う
点
に
あ

る
と
私
た
ち
は
思---

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
点
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
何
も
云
わ
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

「
よ
び
か
け
」
の
な
か
で
既
に
、
「
労
望
階
級
に
基
礎
を
お
く
マ
ル
ク
ス
。
レ
ー
一
一
ン
主
義
党
」
と
か
、

「
社
会
主
義
へ
の
日
本
の
道
を
き
り
ひ
ら
く
党
」
と
か
、  

「
創
意
と
活
力
に
み
ち
た
民
主
一
異
口
の
党
」
と

か
、
そ
れ
自
体
、
非
の--l-

ち
ど
こ
ろ
の
な
い
立
派
な
言
葉
が
語
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
立
派
な

言
葉
も
、
言
葉
と
し
て
は
今
で
は
陳
腐
化
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
現
実
的
に
は
何
の
意
味
も
持  

ち
え
な
い
空
文
句
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
一
歩
は
そ
れ
で
も
い
い
と
し
て
も
、
現
在
必
要
な
こ
と
は
、

次
の
一
歩
、
そ
の
次
の
一'

歩
で
あ
る
。
そ
れ
は
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
行
動
の
面
か
ら
内
容
的
に
漸
次
明
確
化

し
て
ゆ
く
一
歩
々
々
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
次
の
一
歩
が
未
だ
に
踏
み
出
さ
れ
て
い



4)  

な
い
。  

こ
れ
で
は
準
備
委
は
組
織
的
に
拡
大
す
る
ど
こ
ろ
か
、
先
細
り
に
や
が
て
一:-:

一
一
一
藍
一
…
消
す
る
ほ
か
は

1(

な
い
で
あ
ろ
うo

そ
う
い
う
不
幸
な
結
果
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
、  

ひ
と
こ
と
私
た
ち
の
見
解
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
。
前
一
構
不
在
か
と
云
わ
れ
て
既
に
久
し
い
。
私
た
ち
も
無
い
智
恵
、
無
い
力
を
し
ぼ
っ
て
、
前
衛

の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
つ
づ
け
て
来
た
。
果
し
て
現
代
に
お
い
て
前
構
は
可
能
な
の
か
、
必
要
な
の
か
、

と
い
う
問
い
に
ま
で
立
ち
帰
っ
て
検
討
も
し
一
一
一
一
そ
う
し
て
な
お
模
索
中
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
た

ち
の
到
達
点
は
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。(l)

古
典
的
な
前
一
一
側
概
・
一
一
一
一
は
も
は
や
現
実
的
で
な
い
。  (2)

ス
タ

l

リ
ン=

コ
ミ
ー
ー
ン
テ
ル
ン
型
の
党
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
人
程
と
に
と
っ
て
寧
ろ
禍
悪
で
あ
る
。(3)

党
の
前
程
は
そ
の
綱
領
に
で
は
な
く
、
そ
の
モ
ラ
ル
。
思
想
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
三
点

す
べ
て
、
既
に
多
く
の
人
々
か
ら
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
で,  

目
新
し
い
も
の
は
何
も
な
い
が
、
準
備
委
が

「
前
衛
と
し
て
日
本
の
人
民
に
責
任
を
負---

完
の
建
設
」
を
目
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
三
点
は
そ
の
出

発
の
基
礎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
た
ち
は
思
一f'

・
・
一
ー-ll

。(l)

の
点
に
つ
い
て
更
に
云
え
ば
、
「
真
の
レ
ー
ー
一

y

的
党
」
な
ど
と
い
っ
て
も
、
必
要
な
の
は
そ
の
モ
ラ
ル
・
、
を
受
け
っ
ぐ
こ
と
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
そ
の

形
式
を
ま
ね
る
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
形
式
を
ま
ね
る
な
ら
、
現
代
で
は
偏
狭
な:

一
一
一,M

-

一
地
な
セ
ク
ト
的

小
集
団
が
で
き
上
る
だ
け
だ
ろ
う
。
そ
の
現
実
的
破
産
は
既
に
実
験
ず
み
で
あ
る
。  (2)

の
点
に
つ
い
て
は
、

準
備
委
の
一
部
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
対
し
て
、
ソ
連
共
産
党
の
そ
れ
の
限
界
を
越
え
な
い
範
囲
に

止
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
意
見
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
と
聞
く-':
一
ま
た
一
部
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
宣
言'

声
明
に
対
す
る
忠
誠
を
固
執
す
る
人
々
が
あ
る
と
聞
く
。
こ
う
し
た
卑
し
い
顧
慮
が
一
掃
さ
れ
な
い
か
ぎ

り
、
と
う
て
い
新
し
い
党
な
ど
望
む
べ<

も
な
い
こ
と
を
か
さ
ね
て
強
調
し
て
お
き
た
いo(3)

に
つ
い
て

は
、
綱
領
が
コ
一
一
一
一
題
一
だ
っ
た
の
な
ら
、
あ
え
て
組
織
の
分
裂
ま
で
し
て
新
し
い
党
の
建
設
に
か
か
ら
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
理
由
は
な
か
つ
た
は
ず
だ
と
い---

こ
と
を
特
に
断
っ
て
・f-

き
た
い
。
現
在
の
社
会
党'

共
産

党
が
前
衛
の
任
に
た
え
な
い
の
は
、  

そ
の
綱
領
に
誤
り
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。'

綱
領
だ
け
を
取
り
あ
げ

る
な
ら
、
社
・
共
の
そ
れ
で
も
決
し
て
根
本
的
に
誤
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
現
実
の
政
治
勢
力

と
し
て
の
社
・
共
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
こ
の
ほ
か
に
第
三
の
党
を
つ
く
る
よ
り
、
寧
ろ
社
・
共
を
強
化
拡
大

す
る
方
が
日
本
の
革
命
に
近
づ
く
正
道
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
も
な
り
た
つ
。
私
た
ち
に
そ
う
さ
せ

な
い
も
の
は
、
社
・
共
の
綱
領
の
不
十
分
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
綱
領
を
内
か
ら
支
え
る
党
の
モ



(15)  

ラ
ル
に
か
い
て
根
本
的
な
欠
陥
を
見
出
す
か
ら
で
あ
る
。  

準
備
委
員
会
へ
の
私
た
ち
の
期
待
も
主
と
し
て

こ
こ
か
ら
出
て
い
る
。            ,

で
一r-S

構
一
・
一
備a-0(

員
会
は
こ
の
私
た
ち
の
期
待
に
ど
う
答
え
て
く
れ
て
い
る
か
。  

モ
ラ
ル
は
美
し
い
言
葉
を

な
ら
べ
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、  

ま
づ
何
よ
り
も
行
動
で
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
一
一'

・
・
一
ー--l

。

「
民
主
主
義
の
最
高
の
型
、
社
会
主
義
的
民
主
主
義
」
を
宣
言
し
た
あ
の
ス
タ
ー
リ
ン
意
法
が
公
布
さ
れ

た
の
は
一
九
三
六
年
の
末
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
づ
く
三
七
、
三
八
年
は
、
最
も
反
民
主
主
義
的
・
非
人

道
的
な
血
の
粛
正
が
荒
れ
狂
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。
だ
か
ら

準
備
委
の
こ
の
点
に
関
し
て
の
志
向
を
、
私
た
ち
は
そ
の
活
動
、
そ
の
組
織
・
運
営
の
面
か
ら
読
み
と
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
・
・r',

・
一
一
す
る
と
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
も
の
は
、
た
く
さ
ん
の
清
新

な
意
見
が
出
ざ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、  

会
の
活
動
全
体
と
し
て
は
、  

従
来
の
否
定
的
性
格
を
そ
の

ま
ま
引
き
ず
っ
て
い
る
旧
い
党
概
念
で
あ
る
。  

た
と
え
ば
準
備
委
の
議
長
が
志
賀
義
雄
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。  

部
一:

一
一
商
一
一
一
一aa''
条
約
支
持
を
ふ
く
め
て
今
日
ま
で
の
志
賀
氏
は
、  

前
に
も
の
べ
た
三
点
の
新
し
い

党
概
念
か
ら
は
程
違
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
賽
氏
が
、,

た
と
え
暫
定
的
な
も
の
と
し
て
も
、
準
備
委
員

会
を
代
表
す
る
と
し
た
ら
、
そ
の
志
向
す
る
党
が
、
綱
領
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の

も
の
に
な
る
か
ほ
一
一
、
一
推
察
が
つ
く
と
云
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
か
に
は
「
あ
れ
は
看
板
に
す
ぎ
な
い
、
ど

う
に
で
も
我
々
が
操
縦
で
き
る
の
だ
」
と
い
っ
た
人
が
あ
る(

東
京
に
も
、
大
阪
に
も)

。
会
の
な
か
で

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
人
の
言
で
あ
る
か
ら
、  

あ
る
い
わ
こ
れ
が
会
の
支
配
的
な
底
意
か-l-

知
れ
な
い
。  

だ
が
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
い
つ
そ
う
忌
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
看
板
な
ら
看
板
と
し
て
、
そ

れ
を
実
体
の
端
的
な
代
表
的
表
現
と
み
る
。
そ
う
み
る
の
が
素
直
な
一
般
大
衆
の
常
識
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

を
無
視
す
る
の
は
大
衆
を
愚
弄
す
る
玄
人
政
治
屋
の
感
覚
で
あ
る
。  

こ
う
し
た
歡
一
藤
は
、
前
構
一
一
一
兄
に
と
つ

て
は
も
ち
ろ
ん
、
大
衆
組
一
織
一
般
に
と
っ
て
さ
え
致
命
的
で
あ
る
。

、
、
、
、

要
す
る
に
私
た
ち
が
準
備
委
員
会
に
要
望
し
た
い
こ
と
は
、
そ
の
志
向
す
る
党
が
新
し
い
党
で
あ
る
こ

と
を
は
つ
き
り
大
胆
に
表
明
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
党
名
を
日
本
共
産
党(

統
一
派)

と
し

た
い
と
い
う
資
も
出
て
い
る
そ
う
だ
が
、  

そ
の
根
性
の
卑
し
さ
と
と
も
に
、  

そ
の
政
治
的
理
論
的
誤
り

を
私
た
ち
は
指
摘
し
た
い
。    (D

)  
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ひ
と
り
ょ

が
り
は

や
め
よ
う!  

l

組
織
統
一
準
備
委
員
会
の
仕
事
の
成
功
の
た
め
に1

吉    

田    

峰    

夫

『
会
報
』
第
五
号
所
載
の
武
田
徹
と
い
う
人
のr

春
日
氏
の
一<

一
組
織
統
一
の
前
進
の
た
め
に>

を
読
ん

で
」
と
い
う
一
文
は
、
卒
直
に
い
っ
て
、
私
の
周
辺
の
、
特
に
若
い
人
た
ち
が
、
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
幻

減
だ
、
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
と
態
度
で
は
「
組
織
統
一
準
備
委
員
会
」
と
い
う
も
の
は
解

体
す
る
ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
武
田
さ
ん
は(

「
社
革
」
の
人
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が)

、
「
結
党
」
へ
の
「
情
熱

と
決
意
」
は
、
す
で
に
充
分
で
あ
る
と
い
う
口
ぶ
り
で
、
春
日
氏
は
こ
の
「
厳
然
た
る
事
実
」
を
認
識
し

て
い
な
い
、
春
日
氏
のr

現
実
に
立
脚
し
な
い
観
念
論
的
空
説
の
お
説
教
に
は::

一
き
あ
き
し
て
い
る

」
と
い
っ
て
い
る
。
武
田
さ
ん
も
ま
た
「
社
革
」
、
「
日
本
の
こ
え
」
の
「
合
意
書
」
に
も
と
づ
い
て
、

ま
た
三
月
全
国
会
議
の
準
備
過
程
で
出
さ
れ
た
「
問
題
提
起
」
な
ど
、
さ
ら
に
三
月
会
議
を
経
てa

あ
の

「
ま
と
め
」
で
、
党
を
た
だ
ち
に
作
る
に
充
分
な
条
件
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
判
断
に
立
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
あ
るo

し
か
し
、
私
た
ち
の
理
解
で
は
、
三
月
全
国
会
議
の
討
論
と
そ
の
「
ま
と
め
」
は
、
あ
き
ら
か
に
そ
の

条
件
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ぱ
こ
そ
「
政
治
方
針
」
や
「
組

織
方
針
」
の
作
成
に
つ
い
て
も
、
日
常
的
な
実
践
的
諸
課
題
に
こ
た
え
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
未
結
集
の
、

未
参
加
の
共
産
主
義
諸
集
団
と
個
人
の
協
力
を
ひ
ろ
く
求
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
こ
と
を  
「
ま
と
め

」
の
な
か
で
第
一
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
「
現
実
に
立
脚
し
」
て
、
「
結
党
」
に
い
た
る
私
た
ち
の
内
と
外
と
の
諸
条
件
が
す
で
に
充

分
で
あ
る
と
は
み
て
い
な
い
。  

武
田
さ
ん
は
春
日
氏
の
論
文
を
「
現
実
に
立
脚
し
な
い
観
念
論
的
空
説
」

嘉
難
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
武
田
さ
ん
こ
そ
、
自
分
の
「
情
熱
と
決
意
」
と
、
要
請
さ
れ
て
い
る
結
党

の
た
め
の
条
件
、
客
観
的
現
実
と
を
と
り
ち
が
え
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
単
純
な
そ
れ
こ
そ
「
観
念
論
的

内
題
に
か
ち
ぃ
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。  

jll  
/1  

、(1
、、
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つ
ぎ
に
、
武
田
さ
ん
は
、
三
月
会
議
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
組
織
統
一
準
備
委
員
会
は
、
と
く
に
、  

「

社
革
」
とr

こ
え
一
と
が
そ
の
過
半
数
を
占
め
な
い
と
い
う
配
慮
の
も
と
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
春
日
氏

ら
も
参
加
し
て
、
共
同
し
て
仕
事
を
す
す
め
て
い
る
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
、  

「
観
念
論
的
空
説
」
と

かr

周
知
の
よ
う
に
」  r

す
で
に
歴
史
的
に
検
証
ず
み
の
古
い
く
社
会
民
主
主
義
的
組
織
論>

」
と
か
、

「
古
い
持
論
を
表
現
を
か
え
て
く
準
備
委
員
会//

に
も
ち
こ
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
か
、  

「
あ
き
あ

き
し
て
い
る
」
と
か
一
定
の
ム
ー
ド
を
つ
く
り
、
春
日
氏
ら
と
「
準
備
委
員
会
」
全
体
を
、
早
く
も
対
立

さ
せ
て
し
ま
う
よ---

な
発
言
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
組
織
統
一
準
備
委
員
会
を
形
成
し
て
い
る
共
同
の

基
盤
を
堀
り
崩
す
も
の
で
あ
る
。
武
田
さ
ん
の
発
言
は
「
準
備
委
員
会
」
の
な
か
に
な
に
か
異
分
子
が
し

の
び
こ
ん
で
、
形
を
か
え
てr

古
い
持
論
」
を
も
ち
こ
も---

と
し
て
い
る!

警
戒
せ
よ!

と
い
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
、
こ
の
よ--»

に
組
織
統
一
準
備
委
員
会
の
内
部
で,lf-,

た
が
い
に
相
手
を
な
に
か
異

質
な
も
の
と
し
、
こ
れ
を
警
一
一
一
一
一
一
し
、
こ
れ
と
思
想
闘
争
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
身
が
ま
え
る
よ
う
な
こ

と
で
あ
つ
た
らr

十
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一:

一
」
な
ど
は
、
ま
す
ま
す
見
込
み
が
な
く
な
る
だ
ろ---

し
、
い
ず
れ
か
一
つ

が
他
を
克
服
す
る
か
、
排
除
し
な
い
か
ぎ
り;-Is
さ
ま
り
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。  

私
た
ち
は
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
捨
て
て
し
ま
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
、
組
織
統
一
準
備
委
員
会
は
「
周

知
の
よ
う
に:::

す
で
に
歴
史
的
に
検
証
ず
み
」
の
こ
の
よ
う
な
古
い
発
想
と
態
度
を
克
服
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
成
功
を;-0

ち
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
み
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
。

武
田
さ
ん
は
数
年
前
か
ら
松
や
杉
の
裁
培
を
研
究
し
て
い
一(

一
」
そ
う
だ
が
、
そ
一
一'-'''''

一--

い
う
「
た
と
え
」
ば

な
し
を
す
る
ひ
ま
に
、
社
革
五
年
、
「
こ
え
」
二
年
の
経
過
を
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
「
立
派
な
苗
木
の

選
定
も
す
ん
だJ

、
あ
と
は
「
植
え
つ
け
れ
ぱ
」
よ
い
の
だ:::

と
い
う
よ---

に
、
そ
ん
な
単
純
、
簡

単
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
か
判
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
社
会
党
も
社
会
主
義
の
党
と
い
っ
て
い
る
、
代
々

木
は
正
真
正
銘
の
共
産
党
だ
と
自
称
し
て
い
る
。
「
真
の
レ
ー
ニ
ン
的
党
」
と
自
称
す
る
も
う
一
つ
の
「

、
、
、

党
」
を
作
る
こ
と
が'

、
私
た
ち
の
課
題
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
課
題
は
、
客
観
的
に
共
産
主
義
的
前
衛
と

し
て
そ
の
機
能
を
果
し
う
る
党
を
作
る
こ
と
で'

あ
る
。
現
在
、
組
織
統
一
準
備
委
員
会
を
形
成
し
て
い
る

諸
一
粗
織
も
、  

ま
た
そ
の
他
の
共
産
主
義
集
団
も
と
も
に
苦
心
し
、  

努
力
し
て
い
る
こ
と
は
、
目
標
や
イ
メ

ー
ジ
よ
り
も
、
労
動
者
階
級
と
民
主
主
義
勢
力
の
日
常
闘
争
と
活
動
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
「
真
の
共
産

主
義
前
衛
一
一
一
一
一
」  r

新
し
い
党
」
の
素
質
を
も
つ
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
し
て
行
く
か
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
武
田
さ
ん
の
よ
う
に
滑
稽
な
ま
で
に
、
物
事
を
単
純
化
す
る
こ
と
は
、  

は
な
は
だ
し
い
主
観

主
義
、  

独
善
主
義
に
ぉ
ち
ぃ
る
こ
と
で
あ
り
、  

そ
れ
は
同
時
に
、
自
分
に
同
調
し
な
い
人
た
ち
の
意
見
や

努
力
と
い
う
も
の.

基
視
し
、
一
民
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
傾
向
は
組
織
統
一
準
要
員
会
の

共
同
の
一af

一
一
一
業
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。

r
春
日
氏
の
く
組
織
論>

」
に
か
ぎ
ら
ず
、
だ
れ
の
意
見
で
も
、
反
対
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
こ

と
は
自
由
で
あ
り
、'

必
要
で
も
あ.,

る
。h

」
そ
れ
に
は
武
田
さ
ん
の
「
周
知
の
よ
う
に
」
と
い
う
よ
う

な
言
葉
で
ご
ま
か
し
て
し
ま
一n-

・
・,---

の
で
は
な
く
、
実
質
的
な
批
判
を
か
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
け

れ
は
、  

私
た
ち
の
あ
い
だ
の
整
的
な
相
互
批
判
と
い
う
も
一
の
に
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
私
た
ち
の
組
織
統
一
準
備
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
革
、
「
こ
え
」
、
統
社
同
、
そ
の
他

の
共
産
主
義
集
団
と
同
格
の
も
の
を
も--»

一
つ
別
に
作
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
ま
た
な
に
か
「
選
良
」

意
識
一
一
一
」
も
っ
て
、
他
は
す
べ
て
多
か:n

少
な
か
れ
あ
や
ま
っ
て
い
る
と
い
う
姿
勢
の
組
織
を
作
る
こ
と
で

も
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
す
べ
て
が
も
と
の
い
く
か
い
で
あ
る
。
三
月
の
全
国
会
議
と
そ
の
「
ま

と
め
」
が
、
そ
れ
と
は
全
然
別
の
志
同
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
武
田
さ
ん
ら
は
、
よ
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。  

.

要地
方
通
信

-(

共
産
主
義
者
の
交
流
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た

共
産
主
義
者
のr

結
集
と
統
一
を
め
ざ
す
全
国
会
議
」
が
一
九
六
六
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、

東
京
で
開
惟
さ
れ
た
し
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
共
産
党(

代
々
木)

に
か
っ
て
籍
を
持
っ
て
い
た
人
た
ち

無
常
張
の
立
場
で
活
動
さ
れ
て
き
た
人
達
、  -

一
一
一
一
一
の
他
、  

多
岐
に
わ
か
れ
て
い
る
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
の
人

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
も
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
と
、
〇
名
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
は
、r

組
・
織
統
一
準
備
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
を
発
表
し
、
全

国
の
共
産
主
義
者
に
結
集
と
統
一
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
のr

ま
と
め
」
とr

よ
び
か
け
」
に
応
じ
てxx

地
万
で
は
、
五
月
〇
日
、
〇
市
で
、
初
め
て
″

共
産
主
義
者
の
交
流
懇
談
会
″
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、  

「
組
織
統
一
準
備
委
員
会
」
の
一
員

fl  

-
-
-
-
  ,

d

、
、



で
あ
り
、
作
家
で
あ
る
飯
田
も
も
氏
と
西
岡
慶
三
郎
氏
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
に
は
、
共
産
党(  

代
々
木)

か
ら
除
名
さ
れ
た
人
、
離
党
さ
れ
た
人
、
無
党
派
の
人
、
そ
の
他
の
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
の
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。  

・

会
は
、"l---

表
々
木
″
の
共
産
主
義
諸
グ
ル
ー
プ
と
共
産
主
義
者
の
結
集
と
組
織
統
一
の
た
め
に
、
そ

o

・
・
・
・
・o

・
・
・                                                                        

・
・
・
・
・
・
・
・
・の

窓
口
が
開
か
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。  

つ
ま-2

、
結
集
無
統
一
の
為
の
必
要
な
討
論
に
積
極
的

〇'

・
・
・に

参
加
す
る
こ
と
を
参
加
者
の
全
員
一
数
で
確
認
し
ま
し
た
。

以
上
の
ご
と
き
基
礎
的
一
致
の
う
え
で
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
が
発
表
さ
れ
る
に
到
る
ま
で

の
結
集
と
統
一
運
動
に
す
で
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
二
文
書
の
な
か
に
も
部
分
的
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
同
意
し
難
き
諸
点
に
つ
い
て
、
数
人
の
参
加
者
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、
す
る
ど
い

〇
・'

・
・
〇
・
・
〇
・
・
〇
・
・疑

問
と
問
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
点
の
中
に
は
、
今
後
の
討
論
に
直
接
ゆ
だ
ね
ら
れ
る

・
〇1'

べ
き
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
ま-

。

LL

国
際
共
産
主
義
運
動
に
対
す
る
総
括
と
日
本
共
産
主
義
運
動
に
対
す
る
正
し
い
総
括
が
充
分
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で.

は
な
い
か
。  

特
に
、  

そ
の
否
定
的
遺
産
を
ど
の
よ----

に
克
服
し
て
い
く
か
が
明
ら
か
で

な
いo

一:,

一
一
全
国
会
議
に
出
席
し
、
結
集
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
代
々
木
に
い
た
人
ぱ
か
り
で
は
な
い

か
。
何
故
、
代
々
木
を
出
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
脱
党
か
ら
結
集
運
動
へ
の
「
転
進
」
の
必'

然
性
が
明
ら
か
で
な
い
。

a

中
ソ
論
争
に
つ
い
て
態
度
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
二
者
択
一
の
感
じ
が
強
い
。
ソ
連
派
一
辺
倒
の
感

を
ま
ぬ
が
れ
な
いo

4
  

「
結
集
」
と
い
う
こ
と
が
、
単
な
る
算
術
的
な
和
に
な
る
危
険
性
は
な
い
か
。

一al  

政
治
方
針
と
組
一
織
展
望
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
情
勢
に
つ
い
て
の
階
級
的
分
析
が
充
分
な
さ

れ
て
い
な
い
た
め
に
、
「
結
集
と
統
一
」:

の
根
本
が
極
め
で
精
神
主
義
的
に
感
じ
ら
れ
る
。

・
・
・
〇
〇

l-
  

こ
の
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
所
属
す
る
大
衆
団
体
が
分
裂
さ
せ
ら
れ
る
危
険
は

り  

な
い
か
。

(--

・
・-

別
党
コ
ー
ス(

新
党
結
成)

を
と
る
か
、-f

叩
的
反
対
派
の
立
場
を
通
す
の
か
。  



更
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
合
せ
ま
し
た
。                                                  

、

0(2;L

共
産
主
義
著
の
全
国
的
結
集
と
統
一
を
、
全
人
民
の
利
益
と
結
び
っ
け
、
真
に
階
級
的
な
も
の
と
し

て
成
功
さ
せ
る
た
め
に
地
方
か
ら
の
正
し
い
運
動
を
積
み
あ
げ
る
。

a  
交
流
懇
談
会
を
今
後
も
継
続
し
て
、
討
論
内
容
を
中
央
、
地
方
の
各
グ
ル
ー
プ
に
伝
え
て
い
く
。

a  r
組
織
統
一
準
備
委
員
会
」
と
連
絡
を
と
る
が
、
直
接
の
下
都
機
関
と
は
な
ら
な
い
。

4

世
話
人
代
表
をX

氏
と
す
る
。

一hsl-
  r

組
織
統
一
準
備
委
員
会
」
の
会
報
を
講
読
す
る(

一
ヵ
月
一00

円)

"

運
動-

の
発
展
を
き
し
て

共
産
主
義
者
の
交
流
懇
談
会
世
話
人

質
間
と
意
見

共
産
主
義
者
組
織
統
一
の
大
業
達
成
の
た
め
に
、
日
夜
御
奮
斗
さ
れ
て
か
ら
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
は
あ
る
が
共
産
主
義
者
と
し
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
ま
ね
ぱ

な
ら
な
い
間
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
共
な
り
に
討
論
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
共
の

愚
見
を
述
べ
て
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
一
点
は
機
関
紙
の
統
合
問
題
で-

。

御
承
知
の
よ---

に
、
組
織
統
一
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
共
産
主
義
者
陸
営
内
に
は
、  

そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
て
か
り
ま
す
。
組:

織
統
一
が
実
現
し
て
い
な
い
現
状
で
は
、
止
む
を
得
な
い

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
私
共
と
し
て
は
何
種
類
も
の
機
関
紙
を
読
ま
さ
れ
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
も

時
間
的
に
も
、  

や
り
き
れ
ま
せ
ん
。
而
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
一
紙
が
経
営
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
一f''-

一
ー---

に
思
い
ま
す
。
若
し
機
関
紙
が
統
一
さ
れ
れ
ば
経
営
の
問
題
も
あ
る
程
度
解
決
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
し
、
私
共
も
一
種
類
の
機
関
紙
を
読
め
ぱ
よ
い
こ
と
に
な
り
、
経
済
的
に
も
、
時
間
的
に
も
、

機
関
紙
の
活
用
が
充
実
さ
れ
て
く
る
と
存
じ
ま
・
。
組:

織
統
一
が
実
現
す
れ
ば
、
当
然
機
関
紙
も
統
一
さ

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
逆
に
機
関
紙
を
統
一
す
る
こ
と
が
組
織
統
一
を
促
進
す
る
結
果
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  

◆
、-

  



、      l  

,1  

11  

1、、
l  

第
二
点
は
、
第
一
点
と
同
じ
理
由
で
理
論
誌
の
統
一
が
考
え
ら
一
れ
ま
す
。

現
実
に
起
き
て
い
る
諸
間
題
を
科
学
的
に
分
析
し
、  

そ
の
必
然
性
と
偶
然
性
を
理
論
づ
け
る
こ
と
が
必

要
だ
と
存
じ
ま-

。
ま
た
、
一,

者
、
何
か
一
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
載
せ

る
企
画
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
・
一
一
。,

ー
。

第
三
点
は
反
代
々
木
の
意
識
過
剰
の
問
題
で
す
。

私
共
の
陣
営
、
特
に
日
本
の
一
一
一
一
の
発
想
や
言
論
に
は
反
代
々
木
の
意
識
過
剰
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
私
共
の
認
識
不
足
な
の
で
し
ょ
う
か
。  

養
的
に
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
外
見
上
は
代
々
木
の
勢
力

が
創
価
学
会
と
共
に
伸
び
て
い
る
と
思
い
ま
・  

こ
の
現
象
を
科
学
的
に
分
析
し
、  

そ
の
将
来
性
を
展
望

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょf

ノ
か
。
組:

織
統
一
を
志
向
す
る
共
産
主
義
者
陣
営
の
理
論
と
実
践
が

正
し
け
れ
ぱ
、
た
と
え
、
現
状
は
代
々
木
よ
り
も
弱
い
勢
力
で
あ
っ
て
も
、
や
が
て
大
き
く
発
展
し
て
行

く
害
だ
と
思
い
ま
す
。
代
々
木
が
存
在
し
て
い
る
現
状
で
は
、
代
々
木
を
意
識
し
な
い
わ
け
に
は
行
き
ま  

せ
ん
が
、
私
共
の
求
め
て
い
る
適
は
「
日
本
の
社
会
主
義
へ
一
の
一
道
」
の
警
で
す
し
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
代

々
木
の
誤
り
を
批
判
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
が
、
組:

織
統
一
陣
営
の
批
判
は
反
代
々
木
の
議
過
剰
に

よ
る
感
椿
的
な
印
象
を
与
え
、
そ
れ
が
組
纖
統
一
の
促
進
を
阻
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。  

七
月
十
九
日

二
本
松
地
区
組
織
統
一
準
備
会

組
一
織
統
一
準
備
委
員
会
御
中
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